
日
本
屈
指
の
自
動
包
装
機
メ
ー
カ
ー

の
原
点
は
、
彫
金
加
工
の
技
術
に
あ
っ

た
。「
創
業
者
の
川
島
駒
吉
は
彫
金
職

人
で
し
た
。
そ
の
技
術
を
生
か
し
、
戦

後
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
包
装
を
引
き
受

け
、
し
だ
い
に
菓
子
の
包
装
に
特
化
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
佐
久
間

強
社
長
は
話
す
。
こ
う
し
て
47
年
か
ら

自
動
包
装
機
の
製
造
を
ス
タ
ー
ト
。
当

初
は
カ
ン
タ
ン
な
包
装
を
中
心
に
扱
っ

て
き
た
が
、
し
だ
い
に
複
雑
な
形
状
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。独

自
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
て
い
る

の
は
約
70
名
の
開
発
ス
タ
ッ
フ
。
そ
れ

ぞ
れ
が
、
メ
カ
、
電
気
、
ソ
フ
ト
な
ど

の
分
野
で
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
上
場

企
業
ク
ラ
ス
の
開
発
体
制
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
菓
子
は
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
が
出
に
く
く
、
商
品
が
頻
繁
に

入
れ
替
わ
る
。
そ
の
た
め
、
次
か
ら
次

へ
と
新
商
品
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な
包

装
機
械
や
包
装
素
材
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
そ
う
だ
。
そ
の
点
に
つ
い
て
「
当

社
に
は
長
年
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が

あ
る
か
ら
、
紙
か
ら
積
層
フ
ィ
ル
ム
ま

独
自
の
自
動
包
装
機
を
つ
く
り
だ
す

埼
玉
発
の
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
!!

(
株)

川
島
製
作
所

世
界
的
技
術
を
持
つ
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
企
業
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
が
集
結
!!

７
月
４
日
（
金
）、
第
19
回
目
の
「
新
都
心
イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
」
が
行
わ
れ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
」。
高
い

技
術
と
大
き
な
夢
を
持
っ
た
企
業
・
団
体
・
大
学
が
多
数
集
る
。
な
か
に
は
世
界
的
な
技
術
力
を
持
つ
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
も
あ
り
、
こ

う
し
た
企
業
を
見
て
い
る
と
、
ニ
ッ
ポ
ン
の
モ
ノ
づ
く
り
力
は
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
だ
と
実
感
す
る
。
多
く
の
参
加
者
と
交
流
し
、
今

後
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

求むInnovation Partners!!

イブニングサロン公式サイト
http://www.innovationpartners.jp
/nonagase/evening.htm

発 行
「イブニングサロンNEWS」を発行する会
（事務局・東方通信社）
TEL:03-3518-8844
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（年6回発行）

で
、
素
材
ご
と
の
特
性
を
把
握
で
き
ま

す
。
お
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
モ
ノ

づ
く
り
が
で
き
ま
す
」
と
佐
久
間
社
長
。

こ
の
こ
だ
わ
り
が
生
ん
だ
自
動
包
装

機
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
実
に
４
０
０
種

以
上
。
そ
の
数
は
今
も
増
え
つ
づ
け
て

い
る
。
佐
久
間
社
長
は
「
包
装
は
日
本

の
文
化
。
ワ
ラ
納
豆
や
柿
の
葉
寿
司
な

ど
は
そ
の
典
型
だ
と
思
う
」
と
話
す
。

ニ
ッ
チ
な
業
界
で
生
き
残
る
た
め
に

は
、
佐
久
間
社
長
の
よ
う
に
�
こ
だ
わ

り
�や
�
夢
�を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

埼
玉
県
草
加
市
谷
塚
上
町
４
３
４

℡
０
４
８
９
―
２
５
―
１
５
７
３

http://w
w
w
.kaw

ashim
a-

pack.co.jp/

川島製作所を案内する佐久間社長（中央）と視察
する野長瀬教授（「コロンブス」08年1月号より）



パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
や
薄
型
テ
レ
ビ
、

携
帯
電
話
な
ど
、
今
や
液
晶
の
活
躍
の
場

は
増
加
の
一
途
。
こ
の
液
晶
に
は
Ｐ
Ｖ
Ａ

（
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、P

olyvinyl

A
lcohol

））
フ
ィ
ル
ム
と
い
う
も
の
が
使

わ
れ
て
い
る
。
水
溶
性
の
た
め
液
晶
と
な

じ
み
や
す
く
、
液
晶
層
を
は
さ
む
偏
光
板

の
基
材
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
フ
ィ
ル
ム
を
延
伸
す
る
と
ヨ
ウ

素
分
子
が
一
定
方
向
に
そ
ろ
い
、
光
の
透

過
率
を
調
整
し
た
り
、
透
過
効
果
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
使
わ
れ
る

延
伸
機
の
製
造
で
高
い
技
術
と
企
画
力
を

持
つ
の
が
、
群
馬
の
西
工
業
だ
。

同
社
の
延
伸
機
の
性
能
と
技
術
力
は
か

な
り
の
も
の
で
、
50
〜
90
度
の
飽
和
蒸
気

で
延
伸
す
る
タ
イ
プ
は
、
従
来
の
水
中
延

伸
タ
イ
プ
と
比
較
し
て
も
、
延
伸
フ
ィ
ル

ム
の
厚
み
ま
だ
ら
の
発
生
が
少
な
く
、
光

学
特
性
に
優
れ
た
偏
光
子
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
も
、
従
来
よ
り
約
２
倍

の
速
さ
で
延
伸
で
き
る
と
い
う
か
ら
オ
ド

ロ
キ
だ
。
社
内
に
は
研
究
所
も
完
備
し
て

お
り
、
顧
客
の
細
か
い
ニ
ー
ズ
に
も
対
応

で
き
る
の
が
強
み
。
取
引
先
お
よ
び
相
談

に
来
る
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
、
超
一
流
の

企
画
か
ら
試
作
開
発
ま
で

Ｐ
Ｖ
Ａ
フ
ィ
ル
ム
延
伸
機
の
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ

ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
性
を
目
指
し

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
・
議
論
を
展
開

西
工
業
（
株
）

愛
玩
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
福
祉
用
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
登
場
で
、
ま
す
ま
す
身
近
に
な
り

つ
つ
あ
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
た
ち
。
Ｓ
Ｆ
の

よ
う
に
ロ
ボ
ッ
ト
と
共
生
す
る
時
代
も
、

意
外
に
早
く
到
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
生
活
に
普
及
し
て
く

れ
ば
、
便
利
に
な
る
反
面
、
事
故
や
危
険

性
も
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。「
ロ
ボ
ッ
ト

を
安
全
に
運
用
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
」、
そ
う
し
た
研
究
が
今
後
は
重

要
に
な
り
そ
う
だ
。

こ
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
技
術
」
の
研

究
で
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
存
在
が
、
群
馬
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
シ
ス
テ
ム
工

学
専
攻
准
教
授
の
安
藤
嘉
則
氏
。

安
藤
氏
の
専
門
は
機
械
制
御
だ
が
、
20

以
上
に
わ
た
っ
て
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
安

全
性
に
つ
い
て
研
究
し
、
国
内
外
の
安
全

規
格
の
策
定
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。

ま
た
、（
社
）
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
な
ど

に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ロ
ボ

ッ
ト
の
安
全
性
に
つ
い
て
検
証
・
議
論
し

て
き
た
。

「
安
全
性
の
実
現
の
た
め
に
は
、
技
術

の
高
さ
だ
け
で
は
不
十
分
。
や
は
り
環
境

づ
く
り
が
大
事
で
す
。
保
守
管
理
の
徹
底
、

責
任
の
所
在
、
関
連
の
法
律
の
整
備
な
ど
。

そ
の
た
め
、
行
政
、
弁
護
士
、
保
険
会
社

な
ど
と
も
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
話
す
。
安
全
な
ロ
ボ
ッ
ト
社
会
の

実
現
の
た
め
に
も
、
安
藤
氏
の
研
究
は
ま

す
ま
す
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

群
馬
県
桐
生
市
天
神
町
１
―
５
―
１

ando@
m
e.g
unm

a-u.ac.jp

メ
ー
カ
ー
と
い
う
か
ら
、
そ
の
実
力
は
折

り
紙
つ
き
。
群
馬
の
「
１
社
１
技
術
」
に

も
認
定
（
平
成
13
年
度
）
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
活
躍
か
ら
も
目
が
離
せ
な
い
。

群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
３
―
２
１
５
３
―

１℡
０
２
７
７
―
４
３
―
１
５
３
３

群
馬
大
学
　
安
藤
嘉
則
准
教
授

Ｐ
Ｖ
Ａ
フ
ィ
ル
ム
気
中
一
軸

延
伸
装
置
の
仕
組
み

パイオニア的存在の安藤氏



埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社
は
、
73
年

に
埼
玉
県
内
の
中
小
企
業
の
振
興
を
目
指

し
て
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
初
は
、
下
請

け
中
小
企
業
の
振
興
が
中
心
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
は
人
材
育
成
や
商
業
振
興
を
加
え
、

00
年
か
ら
は
経
営
革
新
や
創
業
・
ベ
ン
チ

ャ
ー
を
目
指
す
中
小
企
業
へ
の
経
営
相
談
、

専
門
家
派
遣
な
ど
ま
で
手
が
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。

無
料
の
経
営
相
談
も
あ
る
の
で
、
積
極

的
に
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
７
月
は
、
弁
理
士
に
よ
る
無
料

無
料
相
談
会
を
上
手
に
活
用
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
を
強
力
に
推
進
!!

埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社

相
談
が
あ
り
、
８
日
に
「
商
標
・
著
作

権
・
不
正
競
争
防
止
法
」、
10
日
、
15
日
、

22
日
に
「
特
許
や
実
用
新
案
・
意
匠
・
商

標
・
著
作
権
」、
17
日
に
「
Ｉ
Ｔ
・
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
特
許
」
を
テ
ー
マ
に
相
談
会
が

行
わ
れ
る
。

ま
た
９
日
に
は
「
知
的
財
産
訴
訟
・
契

約
全
般
・
国
際
取
引
・
国
際
紛
争
処
理
等
」

を
テ
ー
マ
に
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
会

が
あ
る
。
さ
ら
に
14
日
、
15
日
に
は
「
一

般
」「
税
務
」「
法
律
」
の
分
野
別
に
事
業

承
継
に
関
す
る
相
談
会
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
有
料
で
「
内
部
監
査
」「
原
価

管
理
」
と
い
っ
た
研
修
会
も
。
上
手
に
活

用
す
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
い
味
方
に
な
る

ハ
ズ
。

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１
―

７
―
５

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
10
Ｆ

℡
０
４
８
―
６
４
７
―
４
１
０
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http://w
w
w
.saitam

a-j.or.jp/

埼玉県中小企業振興公社のサイト

産学官連携で
山梨を元気にしたい!!

山梨大学産学官連携・研究推進機構

山梨大学の産学官連携組織です。大学発ベンチ
ャーの育成や研究業務の支援を行う地域連携室、
知的財産の活用や管理を行う知的財産戦略推進室、
国の補助金等の外部資金を管理する研究推進室で
構成されています。
これまで保険・医療コンサルタントの（株）プ

リメドジャパンや電気通信関係の（有）ロッタと
いった企業が巣立っていきました。
また、新潟大学と共同で「国際・大学知的財産
本部コンソーシアム」を組織し、中小規模の大学
の国際的な産学官連携を推進しています。

問い合わせ
山梨県甲府市武田4-4 -37
TEL :055-220-8755
ht tp : / /ch i za i . yamanash i .
ac . j p /ch ikyo/

アピールコーナー



月
刊
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
』
に
連
載
中
の

「
野
長
瀬
裕
二
の
モ
ノ
づ
く
り
通
信
簿
」
が
大
好
評
!!

★イブニングサロンの主な世話人
江田元之（財）さいたま市産業創造財
団・理事長／星野弘志 元埼玉県労働商
工部新産業育成課・課長／村重嘉文　㈱
イーシティ埼玉・取締役会長／野長瀬裕
二（学）山形大学大学院理工学研究科・
教授／浜中真人・さいたま商工会議所
産業企画部・次長

★主な企画運営委員
山田穎二（財）浜松地域テクノポリス
推進機構・事業推進部長／江原秀敏
コラボ産学官・常任理事・事務局長／
古川猛　月刊『コロンブス』編集長
（東方通信社）／根津紀久雄　NPO法
人北関東産官学研究会・理事長／柴
田孝・米沢BNO副代表

月刊『コロンブス』が
元気企業を取材します!!
産業栽培誌・月

刊『コロンブス』
（東方通信社発行）
には、野長瀬裕二
教授の連載コーナ
ーのほか、地元の
元気企業を紹介す
るコーナーもあり
ます。これまで、さいたま市産
業創造財団の江田理事長（04年
10月号）やNECパーソナルプロ
ダクツの柴田執行役員（06年2
月号）など、イブニングサロン
の関係者・参加者たちの取材記
事を多数掲載してきました。今
後、取材を希望される方はご連
絡ください。
問合せ TEL：03-3518-8844

サロン公式サイト
アドレス変更しています
第10回新都
心イブニング
サロンで創刊
された「イブ
ニングサロン
ニュース」は、
新都心イブニ
ングサロン公
式サイトおよび発行事務局の東
方通信社サイトにてアップされ
ています。第9号までアップし
ていますので、ご覧下さい。

今後も引き続き、さまざまな
角度からニュースを発信してい
きたいと思います。新商品や新
技術の開発や産学連携事業の開
始といった新情報からご意見・
ご要望までふるってお寄せくだ
さい。

★新都心イブニングサロン公式サイト
http://www.innovationpartners.jp/
nonagase/evening.htm
★東方通信社サイト
http://www.tohopress.com
問合せ：03-3518-8844  担当：滝口
e-mail：ryot@tohopress.com

サロン公式サイト

「コロンブス」

月
刊
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
」
に
連
載
中
の
「
野
長
瀬
の
モ
ノ
づ
く
り
通
信
簿
」
が
好
評
だ
。
誌
面
に
あ
る
基
準
で
自
社
を
採
点
す
る
と
、
改

善
点
が
見
え
て
く
る
と
い
う
。
客
観
的
な
判
断
を
重
ね
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
発
見
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
の
世
話
人
を
つ

と
め
る
野
長
瀬
裕
二
・
山
形
大
学
教
授

は
、
07
年
12
月
号
か
ら
「
野
長
瀬
裕
二

の
モ
ノ
づ
く
り
通
信
簿
」
を
ス
タ
ー
ト
。

こ
こ
で
は
元
気
な
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の

工
場
や
現
場
を
取
材
し
、「
成
長
意
欲
」

「
独
自
性
」「
営
業
努
力
」「
モ
ノ
づ
く
り
」

「
研
究
開
発
」「
事
業
企
画
」「
経
営
資
源
」

「
雇
用
創
出
」
を
採
点
。
そ
の
上
で
、
そ

の
企
業
の
強
み
、
逆
境
時
の
対
処
法
な

ど
も
聞
き
、
総
合
的
に
企
業
を
採
点
し

て
い
る
。
こ
の
手
法
が
読
者
に
好
評
で
、

「
自
社
の
改
善
点
が
見
え
た
」「
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
だ
」
と
い

っ
た
声
が
編
集
部
に
届
い
て
い
る
。

最
新
の
月
刊
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
』
７
月

号
で
は
、
理
化
学
研
究
所
（
理
研
）
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
第
１
号
の
（
株
）
メ
ガ
オ

プ
ト
が
登
場
。
同
社
は
、
理
研
が
30
年

以
上
培
っ
て
き
た
レ
ー
ザ
研
究
の
成
果

を
活
用
し
た
装
置
の
開
発
・
販
売
を
手

が
け
て
い
る
。
野
長
瀬
教
授
に
よ
る
通

信
簿
を
見
て
も
全
体
的
に
大
き
な
力
を

秘
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

応
用
分
野
も
幅
広
く
、
自
動
車
、
半

導
体
、
航
空
宇
宙
、
農
業
、
医
療
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
へ
の

応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
う

も
の
の
「
売
上
げ
の
15
〜
20
�
は
国
か

ら
の
委
託
事
業
が
占
め
て
お
り
、
民
間

需
要
は
ま
だ
わ
ず
か
。
こ
の
状
況
を
打

破
し
て
、
レ
ー
ザ
ー
産
業
全
体
を
活
気

づ
け
た
い
」
と
内
田
社
長
は
話
し
て
い

る
。今

後
「
ウ
チ
も
モ
ノ
づ
く
り
通
信
簿

を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
企
業
は
、

「
コ
ロ
ン
ブ
ス
」
編
集
部
ま
で
連
絡
を
。

ド
ク
タ
ー
野
長
瀬
が
診
断
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
成
長
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
に
行
く
。

℡
０
３
―
３
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８
―
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ryot@
tohopress.com

レーザー産業の活性化を目指す内田社長

「モノづくり通信簿」をつける野長瀬教授

㈱メガオプトの「産業栽培度」


